
南
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ロ
ッ
ク
協
議
会
定
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が
開
催
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た
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南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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年度
2025

　
2
0
2
5
年
2
月
21
日（
金
）、
熊
本
市

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
熊
本

ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
に
お
い
て
、
2
0
2
5
年
度

労
働
者
福
祉
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
定
期
総

会
を
各
県
労
福
協
・
連
合
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
連

絡
会
・
九
州
労
働
金
庫
・
沖
縄
県
労
働
金
庫
・

こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
九
州
統
括
本
部
よ

り
59
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
松
村
幹
事（
長
崎
県
労
福
協
）の
開

会
挨
拶
の
後
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
を
代

表
し
て
友
田
会
長
、
来
賓
３
名（
中
央
労
福
協

南
部
事
務
局
長
、
熊
本
県
商
工
労
働
部
政
策

審
議
監
兼
商
工
雇
用
創
生
局
長
佐
崎
氏
、
連

合
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
代
表
幹
事
藤
田
氏
）

の
方
々
よ
り
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
第
1
号

議
案「
2
0
2
4
年
度

活
動
報
告
」、
第
2
号

議
案「
2
0
2
4
年

度
会
計
決
算
報
告
・

　
2
0
2
5
年
2
月
21
日（
金
）、
熊
本
市

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
熊
本

ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
に
お
い
て
、
2
0
2
5
年
度

労
働
者
福
祉
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
定
期
総

会
を
各
県
労
福
協
・
連
合
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
連

絡
会
・
九
州
労
働
金
庫
・
沖
縄
県
労
働
金
庫
・

こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
九
州
統
括
本
部
よ

り
59
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
松
村
幹
事（
長
崎
県
労
福
協
）の
開

会
挨
拶
の
後
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
を
代

表
し
て
友
田
会
長
、
来
賓
３
名（
中
央
労
福
協

南
部
事
務
局
長
、
熊
本
県
商
工
労
働
部
政
策

審
議
監
兼
商
工
雇
用
創
生
局
長
佐
崎
氏
、
連

合
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
代
表
幹
事
藤
田
氏
）

の
方
々
よ
り
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
第
1
号

議
案「
2
0
2
4
年
度

活
動
報
告
」、
第
2
号

議
案「
2
0
2
4
年

度
会
計
決
算
報
告
・

同
監
査
報
告
お
よ
び
2
0
2
4
年
度
一
般
会

計
収
支
差
額
処
分（
案
）」、
第
3
号
議
案

「
2
0
2
5
年
度
活
動
方
針（
案
）」、
第
4
号

議
案「
2
0
2
5
年
度
予
算（
案
）」、
第
5
号

議
案「
役
員
選
出（
案
）」に
つ
い
て
提
案
が
あ

り
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
1
月
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
2
0
2
3
年
5
月

に
感
染
法
上
の
2
類
か
ら
5
類
へ
移
行
と
な

り
、機
関
会
議
等
も
集
合
開
催
を
基
本
に
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
4
年
間
で
の「
生
活
様

式
」の
普
及
や
意
識
の
多
様
化
に
よ
り
人
と
人

と
の
関
係
性
の
希
薄
化
は
顕
著
と
な
り
、我
々

の
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。

　
社
会
経
済
活
動
は
、
春
季
生
活
闘
争
に
大

幅
な
賃
金
ア
ッ
プ
な
ど
明
る
い
傾
向
も
一
部

見
ら
れ
る
も
の
の
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
端

を
発
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
料
の
高
騰
に
続

き
、
円
安
に
よ
る
多
く
の
日
常
品
が
高
騰
し

て
い
ま
す
。
賃
金
ア
ッ
プ
を
上
回
る
物
価
の

高
騰
は
、
実
質
賃
金
の
目
減
り
と
し
て
困
窮

生
活
世
帯
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
格

差
の
拡
大
や
社
会
の
分
断
を
招
き
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」社
会
の
実
現
に
不
可
欠
な
社

会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
脆
弱
性
が
改
め

て
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
南
部
労
福
協
で
は

情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
私
た
ち
に
で
き
る

活
動
を
模
索
し
な
が
ら「
労
働
運
動
、
労
働
者

福
祉
運
動
の
理
念
・
歴
史
・
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
」「
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
集
会
」を
柱
と

し
た
教
育
研
修
を
開
催
し
、
ま
た
、
中
央
労

福
協
と
一
体
と
な
っ
た
全
国
福
祉
強
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
自
治

体
要
請
、
共
助
拡
大
な
ど
工
夫
し
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
運
動
の
在
り
方
な
ど
真
摯
に
議

論
を
行
い
、
健
全
な
組
織
運
営
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　
南
部
労
福
協
に
結
集
す
る
す
べ
て
の
団
体

が
、
労
働
者
福
祉
運
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

と
も
に
運
動
す
る
主
体
と
し
て
、
支
え
合
い
・

助
け
合
い
を
職
場
・
地
域
に
根
付
か
せ
て
い

く
た
め
の
行
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
確
認
し

合
い
、
最
後
に
、
三
浦
幹
事（
鹿
児
島
県
労
福

協
）の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
定
期
総
会
を
終
了
し

ま
し
た
。
中
央
会
と
し
て
も
、
統
一
行
動
、

人
材
育
成
、
組
織
活
動
を
さ
ら
に
連
携
し
て

実
践
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
2
0
2
5
年
度
よ
り
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
事
務
局
は
、
熊
本
県
か
ら
長
崎
県
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
総
会
終
了
後
に
、公
益
財
団
法

人
阿
蘇
グ
リ
ー
ン

ス
ト
ッ
ク
増
井
太

樹
専
務
理
事
に
よ

る「
阿
蘇
の
草
原
と

恵
み
の
課
題
」と
題

し
た
記
念
講
演
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

体
要
請
、
共
助
拡
大
な
ど
工
夫
し
た
取
り
組

み
を
展
開
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て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
運
動
の
在
り
方
な
ど
真
摯
に
議

論
を
行
い
、
健
全
な
組
織
運
営
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　
南
部
労
福
協
に
結
集
す
る
す
べ
て
の
団
体

が
、
労
働
者
福
祉
運
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

と
も
に
運
動
す
る
主
体
と
し
て
、
支
え
合
い
・

助
け
合
い
を
職
場
・
地
域
に
根
付
か
せ
て
い

く
た
め
の
行
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
確
認
し

合
い
、
最
後
に
、
三
浦
幹
事（
鹿
児
島
県
労
福

協
）の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
定
期
総
会
を
終
了
し

ま
し
た
。
中
央
会
と
し
て
も
、
統
一
行
動
、

人
材
育
成
、
組
織
活
動
を
さ
ら
に
連
携
し
て

実
践
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
2
0
2
5
年
度
よ
り
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
事
務
局
は
、
熊
本
県
か
ら
長
崎
県
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
総
会
終
了
後
に
、公
益
財
団
法

人
阿
蘇
グ
リ
ー
ン

ス
ト
ッ
ク
増
井
太

樹
専
務
理
事
に
よ

る「
阿
蘇
の
草
原
と

恵
み
の
課
題
」と
題

し
た
記
念
講
演
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

熊本県商工労働部政策審議監
兼商工雇用創生局長佐崎氏

南部ブロック
友田会長

連合九州ブロック
代表幹事藤田氏

中央労福協
南部事務局長

南部ブロック
松村章嗣新事務局長

南部ブロック
高藤義弘新会長

阿蘇グリーンストック
増井専務理事
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九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
・

　
　
　
　

  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
！

第21回
　

2
0
2
5
年
2
月
6
日（
木
）
ニ
ュ
ー

ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
宮
崎
に
て
、「
第
21
回

九
州
ろ
う
き
ん
N
P
O
助
成
フ
ォ
ー
ラ

ム（
第
25
回
サ
ク
ラ
咲
け
！
フ
ォ
ー
ラ

ム
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。
寒
さ
の
中
に

も
春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る
中
、
11
団

体
の
参
加
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
挨
拶
と
し
て
、
宮

崎
県
本
部
鬼
束
本
部
長
よ
り
、
ご
参
集

い
た
だ
い
た
皆
様
と
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
審
査
員
の
皆
様
へ
の
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。「
今
回
は
、
21
団
体
の
み

な
さ
ま
か
ら
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
そ

の
中
か
ら
、
継
続
助
成
1
団
体
様
を
含

め
、
6
団
体
。
総
額
1
7
0
万
円
を
助

成
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
本
助
成
金
を
活
用
し
、
皆
様
の
活

動
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
世
界
中

で
災
害
や
紛
争
が
起
こ
り
、
分
断
が
進

む
な
ど
社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
情
勢
が
不

安
な
中
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ま

の
ご
活
躍
で
、
未
来
の
展
望
を
明
る
く

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
私
ど
も
九
州
労
働
金
庫
も
、
設
立

の
理
念
で
あ
り
ま
す『
人
々
が
喜
び
を

持
っ
て
共
生
で
き
る
社
会
づ
く
り
』
に

む
け
、
引
き
続
き
、
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
2
0
2
3
年
度
助
成
7
団

体
の
活
動
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
報
告

団
体
は
以
下
の
通
り
で
す
。
地
域
の
共

生
社
会
を
目
指
す「
ぼ
く
ん
ち
へ
お
い

で
よ
」、
工
夫
か
ら
生
ま
れ
る
子
供
達

が
楽
し
め
る
場
所
を
作
っ
て
い
く「
日

南
こ
ど
も
食
堂
」、
不
幸
な
野
良
猫
を

増
や
さ
な
い
た
め
の
活
動
を
続
け
る

「
の
ら
ゼ
ロ
都
城
」、
過
疎
の
地
域
へ
も

文
化
を
届
け
て
い
く「
西
臼
杵
教
育
振

興
連
合
会
」、
大
学
生
の
視
点
で
防
災

に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
広
め
る「
宮

崎
県
わ
け
も
ん
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、

誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
み
ん
な
が
楽
し
く
繋
が
り
支
え
合

え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す「
乙
Ｌ
a

房
．」、
い
ろ
ん
な
環
境
に
置
か
れ
て
い

る
子
ど
も
達
の
支
援
を
行
う「
S
U
N

ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
」。
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
を
少

し
で
も
解
決
し
、
よ
り
よ
い
社
会
を

作
っ
て
い
こ
う
と
奮
闘
さ
れ
て
い
る
様

子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
2
0
2
4
年
度
助
成
団
体
へ

の
目
録
贈
呈
と
団
体
の
紹
介
を
行
い
、

助
成
団
体
の
皆
さ
ま
よ
り
一
言
ず
つ
ご

挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
N
P
O
助
成
審
査
委
員
会

の
辻
審
査
委
員
長
よ
り
前
年
度
助
成
を

受
け
た
団
体
の
活
動
報
告
の
内
容
に
対

し
て
の
講
評
と
、
今
年
度
助
成
を
受
け

た
団
体
に
対
す
る
期
待
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
審
査
委
員
の
出
水
様
の
閉

会
の
挨
拶
で
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

九
州
ろ
う
き
ん
の
N
P
O
助
成

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
宮
崎
の
こ
の
地
か
ら

「
サ
ク
ラ
咲
け
」
と
銘
を
打
っ
て
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
今

後
も
持
続
可
能
な
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
、
N
P
O
助
成
や
児
童
養
護
施
設

等
へ
の
支
援
な
ど
、
今
後
も
社
会
貢
献

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

審査委員会の紹介 助成式の様子

介護で困ったら！！　全労済在宅介護サービスセンターへ介護で困ったら！！　全労済在宅介護サービスセンターへ

全労済在宅介護サービスセンターみやざきのケアマネジャー・
ヘルパーが助け合いの精神で介護サービスをご提供します。

全労済在宅介護サービスセンターみやざき TEL0985（20）0556（月～金　9時～18時）

電話でお気軽に

ご相談ください。
突然訪れることもある家族の介護。
何をすべきか？　　どこに相談するのか？

介護に関するご相談にお応えし、介護保
険サービスを受けるための申請をお手伝
いし、ケアプランを作成します。

居宅
介護支援

ホームヘルパーがお客さま宅へ訪問し、
入浴、排せつ、食事などの介護をサポー
トします。

訪問介護
サービス

障害者総合支援法に基づき、ホームヘル
パーがお客さま宅へ訪問し、入浴、排せ
つ、食事などの介護をサポートします。

障がい
福祉
サービス

ご利用者の要望にお応えし、どなたでも
ご利用できる生活支援サービスです。
（全額自己負担）

暮らしサポート
サービス
（保険外）

サ
ー
ビ
ス
内
容
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2
月
22
日
、
春
季
生
活
闘
争
決

起
集
会
・
ア
ピ
ー
ル
デ
モ
を
行
い
、

約
7
0
0
名
が
結
集
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
物
価
も
、
賃
金
も
、

上
が
ら
な
い
の
が
あ
た
り
ま
え
。

物
価
や
賃
金
が
上
が
っ
て
も
、
価

格
転
嫁
で
き
な
い
の
が
あ
た
り
ま

え
。
長
く
続
い
て
き
た
、こ
の〝
あ

た
り
ま
え
〞
が
変
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

労
働
組
合
の
要
求
が
、
企
業
を

動
か
し
、
社
会
を
巻
き
込
み
、〝
あ

た
り
ま
え
〞
を
見
直
す
起
点
と
な

り
ま
す
。

　

連
合
宮
崎
は
最
後
の
最
後
ま
で

闘
い
抜
く
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

　

2
月
18
日
、「
賃
金
引
上
げ
」
に
向
け
た
取
組
等

を
主
た
る
テ
ー
マ
に
し
た
地
方
版
政
労
使
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
連
合
宮
崎
吉
岡
会
長
か
ら
昨

年
の
賃
上
げ
は
過
去
最
高
と
な
っ
た
も
の
の
、
連

合
全
体
の
賃
上
げ
の
流
れ
に
追
い
つ
い
て
い
な

い
。
最
低
賃
金
も
全
国
で
下
か
ら
2
番
目
と
い
う

状
況
の
な
か
で
、
労
働
力
の
県
外
流
出
が
と
ま
っ

て
い
な
い
。
人
財
確
保
の
観
点
か
ら
も
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
所
の
賃
金
格
差
是
正
や
地
域
別

最
低
賃
金
の
引
上
げ
は
ま
っ
た
な
し
の
状
態
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
県
や
自
治
体
の
裁
量
に
よ
っ

て
自
由
に
使
え
る
財
源
が
必
要
で
あ
り
、
国
に
対

し
て
県
や
県
内
の
自
治
体
へ
権
限
や
財
源
の
移
譲

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

み
ん
な
で
声
を
あ
げ
、賃
上
げ
を
要
求
し
よ
う

2025

連
合
宮
崎 

春
季
生
活
闘
争

地
方
版
政
労
使
会
議

賃上げ！賃上げ！賃上げ！賃上げ！

地方版政労使会議

宮崎市別府町3‐9 労働福祉会館4階
0985‐26‐4649

連合宮崎

主催者代表挨拶（吉岡会長）

連合本部激励の挨拶（奥山局長） アピールデモ模様① アピールデモ模様②

決起集会模様 アピールデモ模様③
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0120-796-210
お問い合わせ先　九州ろうきん お客さまサービス室

専用フリーダイヤル

九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。
●宮崎支店 （0985）26‒9200　　　●延岡支店 （0982）35‒6655　●日南支店 （0987）23‒3191
●宮崎県庁支店 （0985）29‒4141　●都城支店 （0986）23‒2737　●小林支店 （0984）23‒1000
●高鍋支店 （0983）23‒0740　　　●日向支店 （0982）52‒6131　●西都支店 （0983）43‒1212
●高千穂支店 （0982）72‒6111　　●宮崎市役所出張所 （0985）26‒3906 受付時間/平日 9：00～17：00

九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。

4 L A B O R  W E L F A R E  M I Y A Z A K I



中央会では、公益目的事業として、例年介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー２級）を実施しています。
2020年度は、新型コロナウイルスの感染が拡大したことから実施を見送りましたが、2024年度で10回
目を迎え、2024年9月5日から11月28日まで計13回（毎週木曜日）の研修を実施しました。
研修は、8名の受講者で通学形式（90.5時間）と通信形式（39.5時間）で計130時間を実施し、8名の方
全員が修了評価（最終試験）も無事合格し、新しく介護職員初任者の資格を取得されました。
資格を取得された8名の方については、今後、介護の現場で、研修で学んだことを生かして自覚をもっ
て働き活躍してくれるものと思います。
宮崎中央会では、2025年度についても9月の開講を予定します。

開講式であいさつする
中原会長

会長および講師と受講生終了証証明書授与の様子

介護職員初任者研修が終了しました!!介護職員初任者研修が終了しました!!2024年度

九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。
はたらく人と、地域社会と、未来へ、「つながる!」九州ろうきん。
●ローンセンター宮崎  （0985）26-9207　 ●延岡支店【融資部門】  （0982）35-6657　 ●日南支店  （0987）23-3191
●宮崎県庁支店　　（0985）29-4141　 ●都城支店【融資部門】  （0986）23-2257　 ●小林支店  （0984）23-1000
●高鍋支店　　　　（0983）23-0740　 ●日向支店　　　　　  （0982）52-6131　 ●西都支店  （0983）43-1212
●高千穂支店　　　（0982）72-6111　 ●宮崎市役所出張所　  （0985）26-3906

ろうきんと自治体との融資制度　ろうきんと自治体との融資制度　
～ハッピーライフローンのご案内～～ハッピーライフローンのご案内～

ろうきんでは、中小企業にお勤めの方との生活安定と福祉の向上を目的とした低金利の融資制度を設けています。

お申込いただける方 中小企業の範囲
以下を全て満たす個人の方
●原則として県内に１年以上居住し、かつ県内の
　同一中小企業に1年以上勤務されている方。
●安定継続した年収が150万円以上の方。
●18歳以上で最終返済時の年齢が76歳未満の方。
●当金庫指定の保証機関の保証が得られる方。 ※その他、学校法人、社会福祉法人等の公益法人協同組合、労働組合など常用雇用する

　勤労者が100人以下の場合も融資対象となります。

一定の条件を満たす方は、初年度に限りご融資
金額の1.0％(最高20,000円）の利子補給がご
ざいます。単年度の利子補給は、中央会が定め
た額とし、総額に達し次第受付を終了します。

企業の種類

卸売業
小売業
サービス業
その他の事業

資本金の額又は出資の総額
1億円以下

5,000万円以下
5,000万円以下
3億円以下

常時雇用する勤労者数
100人以下
50人以下
100人以下
300人以下

いずれかに該当している企業

中央会

利子補給制度あり！
〈(一社)宮崎県労働者福祉団体中央会〉

限度額
返済期間

お使いみち

医療、災害復旧、冠婚葬祭等に
よる生活費の支出を補填する
ために一時的に必要な資金。
※家具、耐久消費財の購入費用
は融資対象。レジャー、趣味の費
用、借換資金は取扱い不可。

高等学校、中等教育学校の後
期課程、大学、高等専門学校、
専修学校等、並びに学校教育
法に準ずる施設として知事が
認める施設に修学する子供の
教育資金。

教育資金
500万円以内

10年以内（最長4年の元金据置可）

生活資金
100万円以内
5年以内
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多
く
の
人
が
加
入
し
て
い
る
生
命
保

険
で
す
が
、
国
内
生
保
、
海
外
生
保
な

ど
か
ら
多
種
多
様
な
商
品
が
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
告
知
事
項
に
問
題
な
け
れ

ば
比
較
的
簡
単
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
そ
の
際
に
出
口
（
保
障
を

受
け
る
と
き
）
の
こ
と
も
同
時
に
考
え

て
く
だ
さ
い
。

　
死
亡
保
険
や
保
険
契
約
に
関
連
す
る
問

題
の
一
つ
に
、
保
険
契
約
者
や
受
取
人
が

認
知
症
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
が
あ
り
ま

す
。
認
知
症
は
、
記
憶
力
や
判
断
力
に
影

響
を
与
え
る
た
め
、
日
常
生
活
や
社
会
生

活
に
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
る
か
ら
で
す
。
特
に
、
保
険
金
の
受
取

人
や
契
約
者
が
認
知
症
を
患
っ
た
場
合
、

契
約
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る

た
め
、
事
前
に
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
保
険
会
社
は
、
受
取
人
か
ら
請
求
を

受
け
な
い
限
り
保
険
金
を
支
払
う
義
務

が
あ
り
ま
せ
ん
。
被
保
険
者
が
死
亡
し

て
も
、
保
険
金
受
取
人
が
認
知
症
な
ど

で
意
思
能
力
の
な
い
状
態
だ
と
、
そ
の

者
の
契
約
は
民
法
上
「
無
効
」
と
さ
れ

る
た
め
、
そ
の
手
続
き
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
死
亡
と

い
う
事
実
が
発
生
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
死
亡
保
険
金
の
請
求
そ
の
も
の
が

で
き
ず
に
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い

ケ
ー
ス
が
生
じ
ま
す
。

　
次
に
、
保
険
契
約
者
自
身
が
認
知
症

に
な
っ
た
場
合
の
問
題
で
す
。
保
険
契

約
者
が
認
知
症
を
患
っ
て
し
ま
う
と
、

自
分
の
契
約
内
容
を
理
解
し
た
り
、
必

要
な
変
更
手
続
き
を
行
っ
た
り
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
契
約

の
解
約
や
内
容
変
更
に
は
契
約
者
の
意

思
確
認
が
必
要
で
す
が
、
認
知
症
に
よ

り
そ
の
意
思
能
力
が
不
十
分
だ
と
判
断

さ
れ
る
と
、
手
続
き
が
進
め
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
後
見
人
を
立

て
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
が
、
後
見
人

を
立
て
る
に
は
家
庭
裁
判
所
で
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
後
見
人
が
い

な
い
場
合
、
契
約
者
が
死
亡
し
た
後
に

受
取
人
が
適
切
に
保
険
金
を
受
け
取
れ

る
か
ど
う
か
も
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

契
約
時
に
契
約
者
や
受
取
人
に
認
知
症

の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
後
見
人
を
指
定

し
て
お
く
こ
と
や
、
認
知
症
の
予
防
策

と
し
て
早
期
の
相
談
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
保
険
契
約
書
に
後
見

人
や
代
理
人
の
手
続
き
に
つ
い
て
記
載

を
す
る
こ
と
で
、
万
一
の
時
に
ス
ム
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も

有
効
で
す
。
保
険
契
約
は
長
期
に
わ
た

る
も
の
で
す
の
で
、
契
約
者
や
受
取
人

の
健
康
状
態
や
変
化
を
考
慮
し
た
準
備

が
重
要
で
す
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一

【お問い合わせ先】こくみん共済 coop 宮崎推進本部（宮崎県共済生活協同組合）
■宮崎支所　〒880-0806　宮崎市広島1-11-17　　　　　　　　　　  　 電話番号：0985-24-6262
■延岡支所　〒882-0866　延岡市平原町5-1497-3　　　　　　　　　　 電話番号：0982-32-4599
■都城支所　〒885-0024　都城市北原町4街区4号 都北労働福祉会館1F　電話番号：0986-46-5087 公式キャラクターピットくん・ピットくんファミリー

4524B004
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「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内

宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

　企業・事業所のトップの方に、従業員が仕事と生活の両立ができるよ
うな、「働きやすい職場づくり」への具体的な取組を宣言していただく制
度です。令和７年２月１日時点で累計1,695事業所が登録しています。

「仕事と生活の両立応援宣言」とは

●県のホームページや刊行物などで広く紹介します！
●宣言書（左見本）を額縁に入れてお渡しします！
●次世代法に基づく一般事業主行動計画の公表先として活用できます！

登録すると…

•家族の病気等、急な休みの時は他の従業員でサポートします
•子どもをもつ従業員の学校行事やPTA活動への積極的な参加を推奨します
•年次有給休暇のさらなる取得率アップを目指します　　　　など

【宣言内容の例】

宮崎県雇用労働政策課 労政福祉担当
TEL：0985－26－7106 ／ FAX：0985－32－3887
Email：koyorodoseisaku@pref.miyazaki.lg.jp

お問合せ・お申込み先

検 索宮崎県　仕事と生活の両立

　
唐
突
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は「
ラ
グ
ビ
ー
」と

い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
私
は
、
高
校
３
年
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
年

末
年
始
に
開
催
さ
れ
る
花
園
を
目
指
し
て
ラ
グ

ビ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま
し
た
。
自

分
な
り
に
３
年
間
頑
張
っ
た
つ
も
り
で
は
あ
り

ま
す
が
、
結
果
的
に
は
１
度
も
花
園
の
地
を
踏

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
と
聞
く
と
、“
世
紀
の
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
キ
リ
ン
グ
”と
言
わ
れ
た
、
2
0
1
5
年

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
、
日
本
代
表
が
南
ア
フ
リ
カ

を
34
‐
32
で
倒
し
た
歴
史
的
大
勝
利
や
、
独
特

の
ル
ー
テ
ィ
ン
か
ら
キ
ッ
ク
を
蹴
る「
五
郎
丸

ポ
ー
ズ
」を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
大
半
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
余
談
で
す
が
、
五
郎
丸
選

手
と
は
高
校
時
代
に
、
練
習
試
合
で
は
あ
り
ま

し
た
が
試
合
で
１
度
だ
け
戦
っ
た
こ
と
が
あ
る

の
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
私
の
自
慢
で
す
。

　
2
0
1
9
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
ラ
グ

ビ
ー
Ｗ
杯
の
影
響
も
あ
り
、
私
が
高
校
時
代
と
比

較
す
る
と
ラ
グ
ビ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
い
た
方
も

断
然
多
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
と
い
っ
た
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

と
比
べ
る
と
、
や
は
り
認
知
度
は
低
く
な
る
の
か

な
と
個
人
的
に
は
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
で
す
の
で
、
私
が
思
う
ラ
グ
ビ
ー
の
魅
力
の

一
部
を
、
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
で
き
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　
ラ
グ
ビ
ー
は
主
に
フ
ォ
ワ
ー
ド（
Ｆ
Ｗ
）と
呼

ば
れ
る
８
人
と
、
バ
ッ
ク
ス（
Ｂ
Ｋ
）と
呼
ば
れ

る
７
人
の
計
15
人
が
１
チ
ー
ム
と
な
り
、
サ
ッ

カ
ー
と
同
じ
よ
う
に
２
チ
ー
ム
で
対
戦
す
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　
ま
た
、Ｆ
Ｗ
と
Ｂ
Ｋ
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
１
人
１
人
が
さ
ま
ざ
ま

な
役
割
を
こ
な
し
、
ト
ラ
イ
や
キ
ッ
ク
等
で
得
点

を
加
点
し
て
い
き
な
が
ら
点
数
を
競
い
ま
す
。

　
ラ
グ
ビ
ー
は
足
が
速
い
人
だ
け
、
体
が
大
き

い
人
だ
け
が
15
人
揃
っ
た
と
し
て
も
勝
て
ま
せ

ん
。
足
は
速
い
け
ど
体
が
小
さ
い
人
も
い
れ
ば
、

体
は
大
き
い
け
ど
足
は
遅
い
人
も
い
る
、
相
手

チ
ー
ム
の
隙
を
つ
く
の
が
上
手
い
人
も
い
る
し
、

キ
ッ
ク
が
す
ご
く
上
手
い
人
も
い
る
等
、
得
意

な
こ
と
不
得
意
な
こ
と
が
１
人
１
人
違
う
中
で
、

そ
の
得
意
な
部
分
を
活
か
し
、
不
得
意
の
部
分

を
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
カ
バ
ー
し
あ
い
な
が
ら

チ
ー
ム
の
勝
利
を
目
指
し
ま
す
。「
ワ
ン
フ
ォ
ア

オ
ー
ル
、
オ
ー
ル
フ
ォ
ア
ワ
ン（
一
人
は
み
ん
な

の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
）」。

　
そ
し
て
、
そ
の
気
持
ち
を
持
っ
た
チ
ー
ム
同

士
が
相
対
し
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
体
を
ぶ

つ
け
合
い
な
が
ら
勝
敗
を
競
い
合
い
、
試
合
終

了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴
れ
ば
互
い
の
チ
ー
ム
の

健
闘
を
讃
え
る「
ノ
ー
サ
イ
ド（
敵
味
方
無
し
）」。

　
チ
ー
ム
が
勝
つ
た
め
に
お
互
い
を
お
互
い
が

支
え
合
う「
ワ
ン
フ
ォ
ア
オ
ー
ル
、オ
ー
ル
フ
ォ

ア
ワ
ン
」、
そ
し
て
相
対
し
た
者
を
讃
え
る

「
ノ
ー
サ
イ
ド
」。
こ
の
2
つ
が
ラ
グ
ビ
ー
の
最

大
の
魅
力
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
も
し
、
ラ
グ
ビ
ー
を
観
戦
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
気
に
し
て

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
つ
た
な
い
話
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。

ライフサポートセンター延岡
センター長

（連合宮崎県北地域協議会議長）

茂　佑亮さん
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